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常に人間であるとされているのではないか.則ち, A又はBと云う個人,或は
AグループBグループと云う団体を比較して,常にAがBに勝ち,或はAグル
ープがBグループに勝つのである.或はA個人がA以外の単複数の人間に対し
て勝つという考え方---いずれにしてもその勝敗の対象が常に人間-相対的な
人にあるかの様な考え方をされているのではないか?
果してスポーツに於ける勝敗の対象は考えられている程,常に人間を対象と
すべきであろうか.?
「スポ-ツマンが駈けたり跳んだりする時,彼は時間,距離または重力に対
してたゝかい,水泳や登山を行なう時は,自然を構成する物質に対してたゝか
い,斗争的スポ-ツおよび団体競技に於ては生きている相手に対してたゝか
い,自分の弱点または卑劣さから脱却しなければならないという時は自分自身
とたゝかうのである.」4)
勿論我々は,相手と云う人間に対して勝敗を考えるべき場合も多数考えなけ
ればならないのであるが,だからと云って常にそうであるとは考えられないの
である.則ち,或は時間,或は空間に対して,時には自分自身に対して勝とう
としていく場合も考えなければならないと云うのである.
スポーツの分類
勝敗の対象が常に人であるとは限らないと書いたのであるが,今学校体育に
関係の深いスポーツ種目について分類して見ると
1.相対的に人を対称とするもの
の積極的勝利のあり方
バスケット,サッカー,ラグビー等
陸上競技会,水上競技会
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柔道,剣道,すもう等
(ロ)消極的勝利のあり方
バレー,テニス,バドミントン,ピンポン等
h)人為的勝敗のあり方
体操競技,フィギュア-スケ-ト
水泳中高跳込み等
2.絶対的な時間,空間を対称とするもの
陸上競技,水上競技(高跳込水球を除く)
登山重量挙げ等
以上の如く大別して二通りに考えられるのではないか.則ち,人を対象とし
て勝利を考える種目と人それ自身ではない時間,空間等を対象と考える場合で
ある.猶,罪-の対象が人である場合中のイ)両月三分類については後述するこ
とにし,先ず1と2則ち,相手が,人かそうでない時間か空間かについて論述
することにする.
特に第一の泡に入っている陸上競技会(Athleticmeeting)と,第二の類に
入っている陸上競技(track and field)について考え詳論して行くことにす
る.
陸上競技は普通個人競技であると云われる.而しながら我国に於ては,則ち
陸上競技と陸上競技会との概念の混乱が存在しはしないか.例えば現行学校体
育指導要領或は指導書に於てすら表題には「陸上競技」を指導するとなってい
るにもかゝわらず,内容は全く陸上競技会を指導しようとしていると云わざる
を得ないのである.
° °
「記録の測定や順位の決定をする」(5)
「規則に従って競技し,その審判が出来る」(6)
「2回フライングをすれば,失格となる」(7)
其の他,内容の至る所に見うけられるのであるが「順位の決定」或は「審判
をする」等は全く陸上競技会にこそ必要であり又出て来る概念である筈であろ
ラ.結局,
「必要な規則について知り,練習や競技ができるようにする」(8)
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等内容として「練習をする」とか「競技をする」とかの言葉が使用されてい
るのであるが,総体的にまとめてその概念を引き出して見ると,
「競技をする」という内容はそのまゝ陸上競技会--・順位の決定や,審判
辛,規則の必要と考えられる「陸上競技会或は大会試合」を意味していると考
えられるのである.
ここにこれ等の要領は陸上競技,則ち陸上競技会を意味していると解釈する
わけである.則ち表題としてほ陸上競技を指導するが如く書いていながら,そ
の内容には陸上競技会を指導する様になっていると云わざるを得ないのであ
る.
以上の如く陸上競技則ち陸上競技会と考えた場合には成程その勝敗の対称は
人間にある.全く競技会に於ける「勝敗」の対象は自己以外の総ての参加者に
外ならない.則ち自分以外の人間を対象として「勝とう」としているわけであ
って,それ以外の何物でもあり得ない.
本来競技会(meeting)と云うものは一体何か?それは「一定の日時に一
定の場に,一定の範囲の競技者を集め,その範囲の内にて最も強い者,最も優
秀なる者を選出する方法」である.則ち,日時を異にしても駄目であり,場所
を異にしても何にもならない.或は又範囲を越しても勝利者とはならないので
ある.必ず一定の時所,一定範囲が条件なのであり,又その条件に従って最優
° ヽ
秀なる人を選出する方法に過ぎないので,それ以外の何物でもないのである.
例えばその前の日に最優秀であっても,或は別の場に於てそうであっても,そ
の日,その場に於てでなければ「勝利者」とはならないのである.
と云うことは「勝者」となり得る者は唯一人である.幾人の参加者がその試
合に参加していようと最優秀なる者は唯一人・--・最優秀なる一人をもって勝者
と云うのであるから勝者は一人であるのである.他の者は全部敗者である.例
えそれが最優秀者に匹敵する程の力であろうと或は遠く及びもつかない程の力
であろうと敗者であることに変りはない.
若し仮りに指導要額の如く,陸上競技則ち陸上競技会とすれば学校体育の場
に於て何が故に最も優秀なる一人を選出する方法両も,その一人のみが勝
者で残りの者全部が敗者である様な教材を採用しなければならないのであろう
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か?猶一層惑いことには児童,生徒の大部分はそれを行う前に既に大体の優
秀さ劣等さは知っている.陸上競技と云うスポ-ツはその様な性質を持ってい
るではないか.則ち,一学級,一学年等通して眺めた場合,大凡早い者は早い
し,遅い者は遅い.遅い者が急にその時に早くなったり,或は早い者が急に遅
くなったりほ殆んど考えられないのである.まして若しその級,その学年中に
特別に早い者が一人でも二人でも存在した場合-・-・こう云うことは往々によく
ある例であらうが・・・-・他の者が少々頑張ってもその一人に勝って勝者となるこ
とはまず考えられないのである.則ち, Aは初めから--・その様な試合等やっ
て見る迄もなく既にその「勝利」はわかっているのであり,同時にその他の者
は同様に「敗者」になることはわかっているではないか?
以上の様に初めから勝敗の判明している様な教材が本来教材として使用を許
されるものであらうか9則ち,強い者,早い者は少々力を加減して行っても
勝てるのに弱い者,遅い者は少々頑張っても猶敗北する,負ける・--・此の様な
性質の教材が果して教材-学校教育の一環としてその存在が許され被教育者
に対してその履行を命ぜられる等,学校教育の立場より見て許されて良いもの
であろうか9
何が故に何の必要があって学校体育に於てわざわざ陸上競技会(Athletic
meeting)等行わせて最も優秀なる一人を選出するのであろうか?或はその
為に殆んど大部分の劣等者を作らなければならないのであろうか9
此の意味に於て陸上競技会(Athletic meeting)の教材として存在はむし
ろ生徒児童に対してその劣等感をこそ養成するものと云わざるを得ないではな
いか.
実際に年一回位の学校行事等として普通行われている「運動会」に於てす
ら,彼等の劣等感を養成し如何に彼等の「陸上競技会」に対する,ひいては陸
上競技に対する嫌悪感を養成しているか.まして学校体育としてその時間毎に
それを行わなければならないとすれば,その嫌悪感の養成は我々体育指導者の
想像に絶するものがあると考えるのである.
此様に行わせ,指導すればする程益々その嫌悪感,劣等感を養成する様な間
違いは一体何に原因して招来するのであろうか?
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全く陸上競技と云うスポーツを以って,そのまi陸上競技会と見誤った点,
或は両者の概念の混乱に外ならないのである.
陸上競技(track aud field)
陸上競技を代表して第二の時間空間に対して勝敗を争うスポーツを説明しよ
ラ.
陸上競技は普通個人競技であると云われる.
前説の如く陸上競技を以ってそのまゝ陸上競技会-・・-すなわち幾人かとの試
合のみを考えるならば個人競技と云うことはおかしい.個人競技---一人で競
技するという意味なのである.自己自身のみで競技をするのである.
而し「競技をする」 「技を競う」と云う以上則ちそこに何物か勝敗の対象が
存在して,その対象物に対しての勝敗であり競技でなければならない.陸上競
技と云う個人競技に於ける勝敗の対象とは一体何か?則ち,それが絶対的な
時間であり空間であると考えるわけである
例えば陸上競技(track amd field)と云う競技の内IOOmater競技につい
て述べればA個人がIOOmaterを何秒で走り得たか?と云うことである.但
しそれだけでは如何にも競技,勝敗ではないであろう.その何秒で走り得るか
と云う時間-・-此の絶対的時間が問題なのである.
則ち,此の時間の目標をAがいずれに置くか9全人類が示し得た最高(10
秒0)にその目標を置くか,或は自己が昨日迄に示し得た最高に置くか,それ
はAの自由に属するが,此の場合彼が13秒0 (自己の過去)を目標と説置して
競技し, 12秒9と云うタイムにて走り得た場合を以ってAはIOOmaterと云う
競技に於て勝ち得たのであり, 13秒1迄しか出し得なかったとした場合が負け
たと云うわけである
則ち,陸上競技に於て最も普通に考えられる勝敗の対称となる時間は自己の
最高記録なのである.昨日の自己に対して競技し,勝敗をいどんでいるのであ
って,他人に対して云々をしているわけではない.こ上に陸上競技と云う個人
競技が個人競技である所以が存在するのである.又例えA個人がその目標の設
定は自由であるからとして「-イズの10秒0」を目標対称と設定したとしても
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Aの対称は決して「-イズ」と云う人間に対して挑戦しているわけではなく,
あくまでも「へイズ」が示し得た最高10秒0と云う時間に対して挑戦している
わけである.
以上の如く陸上競技という個人競技も其れ自体に於て立派に勝敗を伴ったス
ポーツであるのであって決して陸上競技会と云う相対的な勝敗の場に於て初め
てスポーツと云う形を取るわけではないのである.
此点前にも述べた様に指導番や指導要領に於て「練習をする」 「競技をする」
等多く使用されているのであるが,例えば,
「自己の能力を知り,自発的に練習する」 P84
「まじめに練習し,自分の能力を伸ばすように努力する」 P89
「生徒がおのおの自分の目標を立てて積極的に練習するように指導する」
P94
その他,方々に出て来るのであるが,之によって判断すれば陸上競技会が
初めて競技でありスポーツであって所謂陸上競技と云うスポーツはあくまでも
単なる練習でしかないのである.単なる運動,練習としか考えられていないの
である.
こゝに現行指導要領或は指導書は陸上競技と云うスポーツについて全く無知
なのではないかとさえ書いた原因があるのである.
以上第-の相対的な人間を勝敗の対称と考えるべきスポーツと第二のそうで
はなくてあくまでも人そのものではなく絶対的な時間,空間あるいは重量等を
その対称として考えるべきスポーツについて論じたのであるが,猶陸上競技に
ついて考えて見ると,陸上競技或は水上競技と云う個人競技と呼ばれるスポー
ツはその勝敗の対象について噂に明瞭に把握して指導しなければ「仲裁人とケ
ンカをする」ナンセンスが生ずるのである.
則ち,陸上競技(track amd field)の場合は,自己自身の過去に対して0.1秒
でも, lcmでも勝たんとする競技,スポ-ツであるが,陸上競技会(Athletic
meeting)と云うことになると,その本質,陸上競技の本質はあくまでも内在
するのであるが,同時に相対的に自己以外の人間に対しても勝たんとする競
技,スポーツなのである.いわば,陸上競技会の方になると,その勝敗は二重
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に考えられるのである.自己自身に勝つと同時に他人にも勝つのである.それ
故に陸上競技会に於ては結果的には自己自身にも勝ち,他人にも勝つ場合もあ
り,自分には勝っても他人には負ける場合,或は反対に自分には負けていなが
ら,他人には勝つ場合もあるであろうし,極端には自分にも負け,他人にも負
けたと云う場合も当然考えられるのである.
●
此様に陸上競技会となれば,白.分にも他人にもとその勝敗は二重になるが,
陸上競技というスポーツに於ては他人を対象と考える必要はないのであるか
ら,自己自身のみを対象と考えればよいのである.
則ち,昨日までの自己に対して勝つ・--・こゝに所謂陸上競技の本来の姿があ
るのである.
此所に指導要領や指導書でいわゆる「膿位を決定する」とか「審判をする」
とか極端には「2回フライングをすれば失格となる」等の内容は全くその勝敗
の対称を取り違えたナンセンス以外の何物でもあるまい.例えば,具体的に授
業中の試技でありながら「2回フライングをしたら失格となる」 --・失格した
生徒は一体如何にすればよろしいのであろうか?果して正課の時間中に「失
格」をするとは如何なる意味を持っているのであろうか9--・この様なナンセ
ンスの事態が起って来るのである.
穣権的勝利と消権的勝利について
前分類の一,二については以上であるが,第一の相対的勝敗-・-・人を相手と
する勝敗のあり方の内a㊥について述べることにしよう.
④@いずれにしても共に常に人を対称として相対的に勝敗或は優劣を争うこ
とは全く同じであるが,前に陸上競技と陸上競技会を代表して述べた様に,こ
ゝでは積極的勝利の代表としてバスケットを消極的勝利の代表としてバレ-に
ついて具体的にその相違について述べ,あわせてそれをもととした指導につい
て考えることにしよう.
積極的勝利と云うのは,それを行う時に「勝とう」とするならば,積極的に
相手を乗り越して或はねじ伏せてでも相手より以上に自己を挙げようとする場
合を云う.
之に反し消極的勝利と云うのは,同じく勝たうとすることは変りはないが,
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先ず最初に「負けまい」とすることを云う.勝敗を争うのであるから常に勝を
否定すれば敗,敗を否定すれば勝であろう.
この場合先ず「欺」を否定しようとすることが則ち勝に通ずるという勝利の
あり方の競技を云うのである.
バスケット及びバレーについて述べて見よう.バスケットと云う競技は如何
に防禦を完全に行ってもー-・則ち,相手のシュートを如何に完全に押えたとし
ても,自分が或は味方が積極的にシュート攻撃しなければ勝つことは出来ない
のである.又相手が如何にシュートを行ったとしても味方がそれ以上に相
対的なのであるからそれ以上にシュートを成功すれば勝利なのである.則ち,
相手の攻撃が非常にはげしくて100点を挙げたからと云って味方の攻撃が其れ
以上にはげしく101点を取れば,相対的に勝利となるのであり,相手の攻撃が
非常に上手で100点などと大量得点を得たから絶対的にそれ自体に於て勝つと
いうものではないと同時に相手の攻撃が非常に弱く10点しか挙げ得ないとして
も味方が9点であればやはり敗北なのである.
則ち,勝利を得ようとすれば,どうしても相手の技能以上に積極的に伸び挙
がるのでなければ勝つことは出来ない種類の競技を云う.
之に反しバレーは如何.
バレーボールという競技は全く反対にお互のミスの数によって勝敗を分ける
のである.則ち,相手のミス,相手の敗北が則ち味方の勝利となる競技であ
る.所謂「負け残り」と云う勝利なのである.いわば,初めより21点をお互に
持っていて(9人制の場合)お互にミスによって失点をして行くのである.そ
して早く21点をなくしてしまった方が負けである.そして相手が21点なくした
時に1点でも2点でも末だなくさないで残した方が「勝利」となるのである.
それ故に前のバスケットの場合と異なり先ず絶対にミスをしなければ必ず勝
てる-・-・という競技の種類なのである.所謂勝敗というのは相手が負けるので
あって負け残り,則ち勝利という競技である.以上,相対的勝敗の内①㊥につ
いて各々その特徴に触れたのであるが,猶指導について-,二特に述べること
にする.
現行指導要領に於てはバレーの指導についてもバスケットの指導についても
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全くその内容は同様に取扱われていると思われる点である.いわく,
基本技能,応用技能,ゲーム
である.所謂「球技」 -一般として全く同様の取扱いとなっていると考えら
れるのであるが,果してそれを指導される生徒,児童の側より見た場合如何で
あろうか9勿論勝敗の対称は両方共相手の人間であることに変りはないので
あるが,その勝利のあり方に於て全く双方に逆の関係が存在するのである.刺
ち,バスケットの方は味方に多少のミスがあっても,ミス以上に攻撃すること
によってそのミスをカバーすることが出来るのであるが,バレーの方は味方の
ミス其れ自体が既に失点となり如何に攻撃すると云っても,そのミス自体をカ
バーすることは出来ないのである.こゝに比の両者の指導に当って当然配慮さ
れなければならない重要なる相異が存在すると考えるのである.
則ち,バレーを行わせ指導しようとする場合に於ては如何にそれが勝敗を本
質とするスポーツであるからと云っていきなり勝敗の場に生徒児童を投入する
と云うことは未だ極く初歩の中学生等にあっては,唯いたずらに彼等のミスを
目立たさせるの射こ走り,かえってそのスポーツ自体の価値を見落す危険性が
多分に存在するのである.それ故にどうしても基礎的な技能の練習を充分に行
わせ出来るだけ彼等のミスを避けることに重点を置いた指導が必要になると考
えられるのである.
而しながらバスケットの方はどうであろうか. 「ミスを避ける」指導の必要
性が全くないとほ断言出来ないかも知れないが,前のバレーの場合とはそのミ
スの性格が異っているのであるから,むしろミスを恐れる,ミスを避けると云
うよりも当然起り得るであろうミスを予想してむしろそのミスを利用し,その
ミスを積極的にカバ-する様指導することが要点となるのではないか?刺
ち,初めから勝敗の場に投入して行けば勝ったり,負けたりするのである.
が,勝敗は学校体育に於ては手段である.勝つことによって勝った原因を考
え,猶一層の勝利を望むよう.負けることによって,負けた原因を探り,次の
勝敗の参考に資せしめる.
則ち,ミスを見逃すと云うのではなく,むしろミス或は欠点を積極的にカバ
ーし克服して前進しようとする所に勝敗を伴うスポーツ教材の意義が存在する
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ことを考慮するならば,此のバスケット形の教材こそ全く理想的な教材と云え
るではないか.
次にOの人為的勝敗について述べよう.
例えば体操競技会のごとく,相対的に幾人かの人の庫より最も優秀なる一人
を選出する方法である-・-・このことは先の陸上競技会の場合と良く似ているの
であるが,陸上競技会が一着になったもの,或は最も高く跳んだ者と云う様に
その優秀さの尺度が,明瞭に定まっているのに反し,体操競技会に於てはその
尺度が明瞭に規定されていない.比較的に上手な場合比較的に優秀であると,
あくまでもそれを判定する人があって,その判定人によって人工的に勝敗が定
められるのである.
学校体育に於て課している体操は飽く迄も体操運動であり,体操競技ではな
い.単なる体操は勝敗をともなわないが故にスポーツではない.体操は運動教
材ではあってもスポーツ教材ではないと考えるので㊤人為的勝敗についての詳
細は省略する.
勝敗の持つ教育的意義について
以上スポーツの勝敗とその対象について述べたのであるが,学校体育の指導
に於ては,唯単にスポ-ツ種目の概念を与え技術を指導してその種目の普及,
発展を目標としているのではない.
スポ-ツを行わせ,生徒,児童のスポ-ツ活動を通じて教育をしようとして
いるのである.本質的に勝敗をともなうスポーツ活動を児童,生徒に課して教
育を行おうとしているのである.
スポーツは本来勝敗をともなうものであると考えるのであるが,学校体育に
於て,その様な勝敗を生徒,児童に経験として与えることは一体どの様な教育
的意義を持つのであろうか.
社会体育としてのスポーツ活動の場合は,確かに「勝利」と云うのは目的と
して意義を持つのである.則ち「勝利」を目指して総ての九自己自身のあら
ゆる総力を挙げて「勝利」と云う一点に結集する無駄な余分な力を一切省
略してその一点に集中すると云う行為--確かに目的としての意義は充分に存
在するのである.
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学校体育に於ては勿論,その社会体育としてのあり方を-・-それがスポーツ
本来の姿であるから当然そのあり方をそのまゝ使用し,利用しなければならな
いことは当然であらうが,而し,同時にそれは目的としての勝利ではなく,手
段としての勝利でなければならない.
勝利を目指して全力を結集することは当然社会体育に於てと同様であるが,
その目指す所の勝利は・--・或は敗北もそれはあくまでも目的なのではなく手段
としての勝利であり敗北であるのである.此点が全く両者相異ると考えるので
ある.
手段としての勝敗とは何か
(勝利)
(敗北)
1慢心-普-1-とmrj
＼一層の努力-教育的
ノ勝利-教育的
＼劣等感-非教育的
人は勝利を目指して全力を結集してそれを行ったとしても勝敗と云う結果は
あるのであるから勝利者となり得る場合もあり,敗北者となる場合もあるので
ある.
今その結果による心理状態を考察して見ると下図の如くなると考える.
則ち,
1.勝利によって,全く慢心してしまう場合
2.勝利によって,猶次の勝利を目指す場合
3.敗北によって,次の勝利を目指す場合
4.敗北によって,劣等感にとらわれてしまう場合
以上四つの場合が考えられるのである.
社会体育としてのスポーツ活動であれば「勝利」が目的なのであるから1,・
の場合則ち,勝利によって慢心して,満足してしまって,その後は止めてしま
うとしても何等差支えはないのである.或は又4の如く負けたことによって興
味をなくし,止めてしまっても別に差支えもないと云えるのである.
而しながら学校体育に於ける勝敗は,手段としての勝敗である.それ故に1
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の場合則ち,勝つことによっで漫心してしまい,後の努力を怠ることは非教育
的であり,同時に負けることによって劣等感にとらわれ勝とうと云う努力を怠
るが如きは同時に非教育的であると云わなければならない. 1, 4の場合はあ
ってはならないのである.
学校体育の指導者はスポーツ教材を課すことによって,生徒,児童に「勝敗」
の経験を与えているのである.而しながらそれを与え,経験させるのは,あく
までも目的としてのそれであってはならないのである.あくまでも手段として
の勝敗則ち「勝つ」ことによって,猶一層の努力,或は次の勝利に向って
の努力をひき出す為の手段としての勝利でなければならないし,同時に「敗北」
することによって,次の勝利を目指す為の手段でなければならないのである.
いやしくも「勝利」に依っで慢心し,以後の努力を怠ったり,或は「敗北」
に依って悲観し,同じく以後の努力を止めてしまう等あってはスポーツ教材
(勝敗を伴う)を学校体育に-・-・学校教育の中に於て行わせ,指導せんとする
意義は全く喪失する・・--否喪失する以上にむしろ弊害をもたらすと極言できる
のではないか?
教育は不断の成長である.経験の再構成である等云われる様に「勝利」と云
う経験によって猶「勝とう」とする成長をこそ願うし,叉「敗北」と云う経験
によって次の機会に於ける「勝利」と云う成長力を促進してこそ初めて教育と
いい得るであろうが,逆に「勝利」の経験によって以後の努力を怠るとか「敗
北」と云う経験によってその成長力を阻害するとすれば,むしろ彼等の「勝
敗」の経験は教育-・成長に対して弊害をこそもたらすと云わざるを得ないでは
ないか?
前述の如く陸上競技と云うスポーツ教材を陸上競技会と混同しその勝敗の対
象を取違えて彼等に課し「如何に努力しても負けるものは負ける」という経験
を彼等に毎時間毎時間与え経験させたとすれば如何に口先にて,或は一時の同
情心よりなぐさめ励ましたとしても,猶彼等の陸上競技会に於ける劣等感を克
服せしめ,猶勝たんとする意志,意慾を促進することはおよそ不可能に近いば
かりでなく.むしろ益々その劣等感をこそ助長せしめるに役立ち,遂には陸上
競技そのものに対する興味を阻害する結果となるであろう.
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実状として,時間毎に如何に頑張って見ても,やはり相対的には負けるとい
うことになれば,誰でもそれを行うこと自体が嫌になるのが当然であろう.逮
に少々位力を落して行っても猶相対的には勝つことが出来るとなれば全力にて
やる方がむしろおかしい-・-・オリンピック初め競技会に於ての第一予選等を見
れば明瞭ではないか.
以上の如く「早い者,強い者」も自己の全力にて行う必要もないし,又「遅
い者,軌、者」は同時に全力にてやろうとしない様な陸上競技会と云う教材
は,学校教育上むしろ弊害をこそもたらすと極言する理由が存在するのであ
る.
之に反し,絶対的時間,空間をその対象とする陸上競技に於ては,各個人は
如何に相対的には優劣,強弱は存在しようとも,過去の自己との対決であり,
自己自身との競技であるが為に勝利則ち前進,進歩の可能性は一に懸って各個
人の努力,意志如何にあり,いさ⊥かも自己以外の他人には関係がないのであ
る.
如何に相対的には遅い者,弱い者であろうと,それはそれなりに相応の勝利
の可能性を持ち得るのであり,如何に強い者,速い者と雄も,自己の全力を持
って行わない限り敗北の可能性を持つのと同様である.
陸上競技において「より早く,より高く, ・--・」と云われるその「より」は
常に自己の過去に対比しての「より」であって,決して「他人より」と相対的
な対比を意味しないと解釈しなければならない.
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